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ククォォーータタリリーーレレポポーートト  
気気仙仙沼沼・・南南三三陸陸だだよよりり 

 

（むすび丸とホヤぼーや） 

 

 

６月１０日（日），気仙沼市民健康管理センター「す

こやか」において「第２３回歯の健康のつどい」を開催

しました。 

この催しは，「歯の衛生週間」事業の一環として，

歯の衛生に関する正しい知識の普及啓発と，歯科疾

患の予防に関する適切な習慣の定着を目的として，

毎年気仙沼市及び気仙沼歯科医師会と共同で開催

しているものです。昨年度は，東日本大震災の影響

で中断したため，今回は２年ぶりの開催となりました。 

イベントでは，「よい

歯の標語コンクール」と

「８０２０よい歯のコンク

ール」表彰式のほか，

歯の健診・相談コーナ

ーやブラッシングコー

ナー，簡単おやつクッ

キングなどを行いました。

また，人形劇や親子エ

アロビクス，バルーンアートといった親子で楽しめる催

しもありました。更に，今年はねんりんピックＰＲキャラ

クターの「むすび丸」と，気仙沼市観光キャラクター

「ホヤぼーや」も応援に駆けつけてきてくれました。 

当日は，多くの市民に来場いただき，歯の健康に

ついて効果的なＰＲができたのではないかと思いま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

（表彰式の様子） 

 

７月６日（金），ふつうのくらし研究所の吉川和徳先

生（理学療法士）を講師に，地域リハビリテーション従

事者基礎研修会を実施しました。 

今年度から，介護保険法で福祉用具の導入に際

して「福祉用具サービス計画」の策定が義務づけられ

ました。 

そこで，昼の部では計画策定に関わるケアマネー

ジャーと福祉用具専門相談員の方を対象に研修し，

「障害とは？ 生活機能とは？ 自立とは？」という基

本的なことを考え直し，ケアプラン作りやその実践で

様々な職種が一緒に取り組むことの必要性を学びま

した。 

 

（研修会の様子） 

夜の部ではリハビリテーション専門職を対象に，

『理学療法士・作業療法士としてのSeatingとは』とい

うテーマで研修しました。 

車いすで姿勢が崩れている場合，安易にタオルな

どを詰めて体を整えようとしてしまうことがあります。し

かし，専門職として「からだ」と椅子の適合を考えるた

めには，まず身体機能を評価し適切な姿勢を捉えた

上で，それに合った車いすや姿勢のサポートを提供

していくことが重要であると，実技を交えながら講義を

受けました。 

参加された皆さんは大変熱心に受講されていまし

た。 

「第２３回 歯の健康のつどい」開催 
（気仙沼保健福祉事務所） 

「地域リハビリテーション従事者基礎研修会」実施 
（気仙沼保健福祉事務所） 
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（研修会の様子） 

 

 

 

麻薬や覚せい剤等の薬物乱用問題は全世界的な

広がりを見せ，人類が抱える最も深刻な社会問題の

一つとなっています。最近では，「合法ハーブ」などと

称して流通している「違法ドラッグ」の乱用が急速に

拡大し，憂慮すべき状況です。 

そのため，「新国連薬物乱用根絶宣言」の支援の

一環として，６月２０日（水）から７月１９日（木）まで全

国で官民挙げて薬物乱用防止「ダメ。ゼッタイ。」普

及運動が展開されました。 

当所でも，７月２０日（金）にイオン気仙沼店におい

て，気仙沼向洋高等学校の生徒さんに御協力いた

だき，気仙沼地区薬物乱用防止指導員，気仙沼警

察署員等と一緒に，「薬物乱用防止ヤング街頭キャ

ンペーン」を開催しました。来店された皆様に，薬物

乱用防止啓発品を配布しながら，薬物乱用防止の重

要性を訴え，また，活動支援のための募金を呼びか

けたところ，８千円を超す善意が寄せられました。 

今後も，薬物乱用のない，明るく健康的で住みよ

い地域づくりのために，啓発活動を一層推進していき

ますので，県民の皆様の御理解と御協力をお願いし

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（キャンペーンの様子） 

 

 

 
宮城県米づくり推進気仙沼地方本部主催によ

る「第１回米づくり推進気仙沼地方本部会議」が

開催（７月１２日）されました。 

本部の目標を①高品質・良食味米の安定生産，

②省力・低コスト稲作の推進，③こだわりを持っ

た多様な米づくり，④宮城県産米の評価向上及び

消費拡大，の４項目として，その達成に向けた活

動を行っています。 

本会議では，県全体および気仙沼・南三陸地域

の現在の水稲生育状況や今後の管理を中心に，東

日本大震災による農地災害の復旧状況や放射性

物質に関する事など幅広い情報交換，協議がなさ

れました。また，当日は省力・低コスト化が期待

できる水稲鉄コーティング直播栽培技術実証ほ

において，現地検討会も開催しました。 

 

（本会議の様子） 

品質・収量ともに優れる実りの秋を迎えられる

よう，気仙沼・南三陸地域の米づくりを関係機関

一丸となって取り組んでいきます。 

 
（鉄コーティング直播栽培現地検討会） 

 

 

 

「薬物乱用防止ヤング街頭キャンペーン」開催 
（気仙沼保健福祉事務所） 

 

「第１回米づくり推進気仙沼地方本部会議」開催 
（気仙沼地方振興事務所農林振興部） 
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気仙沼地域におけるグリーン・ツーリズムを推

進するため，宮城大学事業構想学部の風見正三教

授と風見研究室のゼミ生による現地視察及び意

見交換会が７月１０日に開催されました。 

 現地視察では，「RQ 唐桑 海の体験センター」，

「かき小屋 唐桑番屋」，「八瀬・森の学校」の３

か所を訪問。震災後の気仙沼・唐桑地域の現状や

地域資源を見るとともに，東日本大震災から現在

までの復興状況，災害ボランティアから受けた支

援，震災以降の気仙沼・唐桑地域への訪問者の状

況などの話を聞くことができました。 

 

（かき小屋 唐桑番屋にて，畠山代表(右奥)より 

震災当初から現在までの状況を聞いている様子） 

 その後に行われた意見交換会では，風見教授よ

り，「気仙沼・唐桑の良さを地域ブランドとして

確立し，気仙沼・唐桑に来ていただいた方に，地

域のファンとなってもらい，長期的な滞在をする

方が出てくることを長期的な目標にグリーン・ツ

ーリズムを推進していくべき」等の意見をいただ

きました。 

 

（八瀬・森の学校での意見交換会の様子） 

 

 

 

７月２６日(木)に気仙沼市の本吉公民館で園

芸振興総合戦略セミナーを開催しました。 

今回のセミナーは、「地域農業の活性化と再生

に向けて植物工場の現状と可能性を探る」と言う

テーマのもと、(株)三菱総合研究所地域経営研究

本部長の伊藤保主任研究員と(株)グランパの阿

部隆昭社長の２名を講師としてお招きし、講演を

いただきました。 

(株)三菱総研の伊藤主任研究員は、同社が立ち

上げた植物工場研究会のプロジェクトリーダー

も務めており「植物工場の現状と地域活性化への

貢献・展望」と題して、植物工場の現状と未来に

ついて主に経営的側面からお話しをしていただ

きました。 

(株)グランパの阿部社長には、「地域に根ざし

た植物工場の運営と陸前高田市での取り組み」と

題して、同社が陸前高田市で新たに始めた取り組

みと同社の植物工場について、具体的なお話しを

していただきました。 

植物工場は震災後、被災農地の活用や雇用確保

対策などから注目されています。参加者からも多

くの質問がなされ、植物工場について理解の深ま

る有意義なセミナーとなりました。 

 

（伊藤氏の講演） 

 

 

 

 

 

 

 

「宮城大学との連携による 

グリーン・ツーリズムの推進」 
（気仙沼地方振興事務所農林振興部） 

 

「園芸振興総合戦略セミナー」の開催 
（気仙沼地方振興事務所農林振興部） 
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７月８日(日)に気仙沼ゲストハウスアーバン

において気仙沼市主催による「豊かな森を育む森

林フォーラム」が開催されました。 

 このフォーラムは，気仙沼市内で木質バイオマ

ス利用施設の整備が計画されていることから，市

民の林業への関心を高めるため，総務省の「緑の

分権改革調査事業」を活用して開催したもので

す。 

 フォーラムでは，菅原茂気仙沼市長，佐藤好昭

県林業振興課長が挨拶した後，中嶋健造氏（ＮＰ

Ｏ法人土佐の森・救援隊事務局長）が「だれもが

林業男子・林業女子になれる副業型自伐林家のす

すめ」と題して基調講演を行い，森林所有者が自

分で伐採した間伐材を木質バイオマス利用施設

等に供給することで，森林の整備を進め地域を元

気にすることができると訴えました。 

 

（中嶋氏による基調講演） 

 基調講演の後，中嶋健造氏・熊谷博之氏（森を

育み米を作るフォレストクマガイ）・畠山信氏（Ｎ

ＰＯ法人森は海の恋人副理事長）・高橋正樹氏（気

仙沼地域エネルギー開発株式会社代表取締役社

長）・小野寺俊勝氏（気仙沼市産業部農林課長）

によるパネルディスカッションが行われ，「林業

と漁業の連携により気仙沼独自のブランドを創

出することができる。」「木質バイオマスの活用

により循環型社会の実現を目指すべきだ。」等の

意見が出されました。 

 会場の約５０名の参加者からは，「自分もぜひ

やってみたい。」「市有部分林の活用を検討して

欲しい。」等の声が上がり，大変有意義なフォー

ラムとなりました。 

 気仙沼市では，今後，間伐や材の搬出等に取り

組みたい市民を対象に講習会を開催することに

しています。 

 

(意見を交わすパネリスト) 

 

 

 

７月２６日(木), 南三陸町役場において全日

本空輸株式会社（以下ＡＮＡ）と入谷生産森林組

合による森林使用協定書の調印式が行われまし

た。 

 ＡＮＡでは，２００４年から就航国内空港周辺

において緑化育林活動に取り組み，また，東日本

大震災後には「ＡＮＡこころの湯プロジェクト」

として避難所で給湯活動などの支援活動を行っ

てきました。 

 このような活動を更に発展させるため，「みや

ぎの里山林協働再生支援事業」を活用して入谷生

産森林組合から１０．６ヘクタールの森林を２年

間借り受け，「ＡＮＡこころの森」として社員ボ

ランティアも参加しながら間伐などの手入れを

行うことにしたものです。 

 また，間伐で出る材は，フロンティアジャパン

株式会社南三陸工場でノベルティグッズや積み

木等に加工し，積み木は南三陸町内の新生児に贈

呈することにしています。 

 調印式では，ＡＮＡの篠辺修副社長と入谷生産

森林組合の山内範一組合長に加え，立会人として

南三陸町の遠藤健治副町長が出席し，協定書に調

印した後，堅い握手を交わしました。 

「豊かな森を育む森林フォーラム」開催 
（気仙沼地方振興事務所農林振興部） 

 

「ＡＮＡこころの森」が南三陸町に誕生 
（気仙沼地方振興事務所農林振興部） 



5 

 

（調印後握手を交わすＡＮＡ篠辺副社長（中央）， 

入谷生産森林組合山内組合長（右），南三陸町遠藤

副町長（左）） 

 

 調印式終了後は，関係者全員で「ＡＮＡこころ

の森」に移動し，南三陸町とＡＮＡの絆が更に深

まることを期待しながら森の状況を視察しまし

た。  

 

（「ＡＮＡこころの森」で記念写真の撮影） 

 

 

 

 

南三陸町復興組合「華」は，東日本大震災の津

波により被災した若手輪ぎく生産者 4 名によって

結成されました。組合は，早期に営農再開したい

との想いが強く，JA が事業主体となった平成 23

年度東日本大震災農業生産対策交付金によるリ

ース事業を活用して，低コスト耐候性ハウスや農

業機械類等を導入しました。平成 24 年 4 月から

露地栽培で輪ぎく生産を開始しましたが，このた

び施設の工事が完了し，施設竣工披露式が開催さ

れました。 

 披露式では，佐藤仁町長を始め，関係機関から

の祝辞があり，復興組合「華」が南三陸町の営農

再開モデルとなるように，今後も地域農業の牽引 

役として活躍してほしいと激励の言葉がありま

した。 

 また，佐藤隆雄復興組合長から，「被災直後は

どうしていいか分からなかったが，震災の混乱が

落ち着くにつれ，やはり輪ぎくを栽培したいとの

想いが強くなった。色々な方から支援をいただい

て感謝の気持ちでいっぱい。自分たちは良いきく

を作ることが恩返しだと思っている。」とあいさ

つがありました。他の組合員からは，「今後も地

域農業の担い手としてがんばっていく。」「きく

を作れることがうれしい。みんなに感謝しながら

栽培したい。」など，今後の抱負や感謝の言葉が

ありました。 

 普及センターでは，震災以来「華」の組織づく

りや農地復旧後の栽培指導を行ってきました。今

後も「華」のきくが南三陸町の農業復興のシンボ

ルとなるよう継続して支援していきます。 

 

（佐藤組合長の挨拶） 

 

 

 

７月 25 日，南三陸町の入谷公民館において第

２回農産加工講座を開催し，農産加工に関心のあ

る方など 13 名が参加しました。 

 講師に（株）パイロットフィッシュの商品開発

コーディネーター五日市氏を迎え，「小さな力の

商品開発」というタイトルで，農産加工品の商品

づくりについて講義をしていただきました。身近

な素材の魅力に気づき，それをターゲットに訴え

かける戦略など，事例を交えた講義に，参加者は

身を乗り出して聞き入っていました。 

 講義の後，2 班に分かれ，地域食材・食文化の

南三陸町復興組合「華」の 

施設竣工披露式が開催されました 
（本吉農業改良普及センター） 

 
第２回農産加工講座を開催しました 

（本吉農業改良普及センター） 
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見直し意見交換会を行いました。参加者から多数

の食材が挙げられ，五日市氏から「南三陸ならで

はの豊富な海の幸・山の幸。それを一工夫すれば

すてきな加工品が生まれるはず」と激励をいただ

きました。 

 五日市氏を講師とした農産加工講座は 3 回シリ

ーズとし，次回は参加者に商品や試作品を持参し

てもらい，それに対して商品化へのアドバイスを

いただく形で開催する予定です。今回の参加者か

ら，「次回も必ず来ます」「自信作を持ってきま

す」といった加工品の商品づくりに意欲的な意見

が聞かれました。 

普及センターでは，今後も農産加工講座を開催

し，アグリビジネスや女性農業者の起業活動を支

援していきます。  

 
（熱心に受講する参加者たち） 

 

 

 

７月２３日，階上大谷地区におけるプロジェク

ト課題推進の一環として, えだまめ視察研修を実

施し，対象農家，ＪＡ，普及センターあわせて５

名で登米市米山町西野地区を訪問しました。 

  当日は好天にも恵まれ，収穫間際のえだまめを

前に視察先の農家の方から，肥培管理の特徴，収

穫のタイミング，収穫後の調製方法について聞く

ことができました。 

  参加農家は，説明者の話を聞いて熱心に質問

し，自分のえだまめの肥培管理との差や出荷方法

の違いについて理解を深めていました。 

 普及センターは，今後も被災者の営農再開を支

援するとともに，栽培技術の普及・定着に向け活

動していきます。 

 

 

（研修の様子） 

 

 

 

養殖業の早期再開を図るため、漁業者グループ

によるがんばる養殖の取り組みを進めています。 

この取り組みは、国の「がんばる養殖復興支援

事業」を活用し、漁協等が被災地の養殖業の早期

再開と生産量の回復を共同化で進めます。地域で

作成した復興計画に基づき、生産が安定するまで

の間、生産費用や養殖資材代などの必要経費の支

援を受けて, 漁業者が養殖業に従事するもので

す。取組期間は３事業年度（３漁期）となり養殖

期間が短いワカメやギンザケは３年間、養殖期間

が長いカキやホタテガイは４～５年間になりま

す。 

現在は、志津川湾の３グループ 172 経営体がギ

ンザケやワカメ、カキ、ホタテガイ養殖で取り組

んでおり、慣れない共同作業の中においてもこれ

までの経験を生かし養殖作業を行っています。こ

の 8 月初旬に 1 事業年度の水揚げが終了したギン

ザケ養殖では、震災前よりギンザケ価格の落ち込

みがありましたが、この取り組みによって落ち込

み分に対する補てんがされることになっていま

す。 

今後も気仙沼湾と志津川湾の５グループ（約 70

経営体）が取り組みすることを決めているので、

復興計画の策定に当たって当部としても支援を

しているところです。 

この取り組みが、気仙沼・南三陸地域の養殖業

の復興の牽引役となることを期待しています。 

がんばる養殖の取組について 

（気仙沼地方振興事務所水産漁港部） 

 えだまめ先進地視察研修を実施しました 
（本吉農業改良普及センター） 
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（志津川湾のギンザケ養殖の給餌風景） 

 

 

 

７月１２日(木)から７月１４日(土), 「宮城産

直市」が東京都内の上野駅グランドコンコースに

て開かれました。 

「宮城産直市」では, 震災後復興に向けて頑張

っている宮城県の野菜などの食材やスイーツや

日本酒などの加工品などを販売したほか, 地域

の魅力を紹介する観光ＰＲブースやイベントブ

ースなども設けました。気仙沼・南三陸地域内で

は, 気仙沼特産のフカヒレを使用したスープや

ラーメン, 南三陸町で加工された海苔などの商

品が販売されていました。 

イベントブースでは, 「伊達武将隊」の演武が

行われたほか, １２日（木）と１３日（金）には, 

三陸地域観光キャラクターとして気仙沼市の「ホ

ヤぼーや」, 東松島市の「イートくん」が参加し, 

「三陸地域部会クイズ大会」も開かれました。出

題したクイズの正解者には, 景品として三陸地

域の特産品が景品として贈られました。 

 

（クイズ大会の様子） 

 「宮城産直市」には大勢の人が集まり, 宮城県 

産の食材を買い求めていました。今後も, 宮城県 

の食材のＰＲだけではなく,来年度の仙台・宮城 

デスティネーションキャンペーンに向けて宮城 

県の観光ＰＲにも力を入れていきます。 

 

（産直市の様子） 

 

 

 

気仙沼市の離島, 大島の「小田の浜海水浴場」 

は ,  環 境省 の「 快 水浴 場百 選」 の特 選（ 全 

国第 2 位）として認定された美しい海水浴場です。 

 海開きの前日には, 気仙沼大島観光協会主催 

の小田の浜海水浴場清掃が開かれ, 気仙沼地方 

振興事務所の職員も参加し, 翌日の海開きへの 

最終準備を行いました。 

 

（清掃の様子） 

 東日本大震災により大きな被害を受けました 

が, 地元の方々だけではなく, 全国から駆けつ 

けたボランティアの皆様のご支援もあり, 今年 

県内の海水浴場で唯一の海開きが開かれました。 

 安全面を考慮して, 高台に近い北側の３分の 

１の範囲で営業が始まりました。仮設トイレとシ 

ワーが設置され, ８月１９日まで海水浴場は開 

設され, 多くの海水浴客が訪れました。 

宮城産直市 
（気仙沼地方振興事務所地方振興部） 

「小田の浜海水浴場海開き」 
（気仙沼地方振興事務所地方振興部） 
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（海開きの様子） 

 

【あとがき】 

 震災から１年半が経過しようとしております。 

 先日、港町の夏を彩る「気仙沼みなとまつり」

が２年ぶりに復活、鎮魂と復興の願いが込められ

た祭りは大いに盛り上がりました。 

 お盆が終わると、いよいよ秋の盛漁期、脂のの

った戻りガツオやサンマなどが次々と水揚げさ

れます。今年は漁港の復旧工事が本格化している

ため、水揚げなどに使う岸壁が不足しております

が、何とか調整して１隻でも多くの漁船に水揚げ

してほしいものです。 

 水揚げされた魚は、市の内外に送り出されると

ともに、水産加工や運送、製氷、梱包資材、さら

には漁船のメンテナンス等々、様々な分野を潤し

活気づけます。 

まさに気仙沼は、水産業を核とする水産都市で

あり、復興に当たっては、漁港や魚市場はもとよ

り、水産加工施設など漁港背後地も含め一体的に

整備していくことが重要です。 

 今年は復興元年, 水産業をはじめ様々な分野

の事業が本格的にスタートしました。現在全国か

らの多くの職員の方々に応援をいただいており

ます。１日も早い復興に向けて一丸となって頑張

っていきましょう！（Ｋ） 


